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平 成 27年 度 協 働 事 業 提 案 書 

 

平成 年 月 日 

 

 神奈川県知事 殿 

提案者名 
住   所  東京都北区滝野川7-2-7-101 
郵 便 番 号 〒１１４－００２３   
団 体 名 特定非営利活動法人 ことばの道案内 
代表者氏名  古 矢  利 夫 

 次の平成27年度協働事業を提案します。 

事業の概要 

事 業 名 神奈川県内ことばの道案内作成・提供事業 

部       門 
該当する部門に○をしてください。 

・一般部門   ・課題部門 

事 業 分 野 

該当する活動の分野に○をして下さい。（複数回答可）活動分野が複数の場合、主となる活動分野１つに◎をして下さい。 
 
保健、医療又は福祉の増進   社会教育の推進  まちづくりの推進  観光の振興  
農山漁村又は中山間地域の振興 学術、文化、芸術又はスポーツの振興  環境の保全  
災害救援  地域安全 人権の擁護又は平和の推進   国際協力  
男女共同参画社会の形成の促進  子どもの健全育成  情報化社会の発展  科学技術の振興  
経済活動の活性化    職業能力の開発又は雇用機会の拡充の支援  消費者の保護 
団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助   その他（               ） 

 

事業の目的及び概要 

 

［目的］ 

本事業は、最寄りの駅等から各種施設までのことばの地図を作成し、誰もが

利用できるユニバーサルな情報としても提供することで、主に視覚しょうが

い者の外出に対する不安を解消し、地域の活性化を図ることを目的としてい

ます。 

［概要］ 

県内各地の役所等施設までのことばの地図（道案内）を作成するとともに、

誰もが利用しやすいシステムとするため、次の事業を実施します。 

事業１神奈川県内ことばの道案内作成・提供事業 

 ユニバーサルマップ構築にあたり、各施設までの映像制作にあたり、最新

の情報にて提供するため、既作成原稿のメンテナンス作業をします。 

事業２ ユニバーサルマップ構築事業 

誰もが利用できる、ことばの情報を含めたユニバーサルな地図として利用で

きるシステムを構築し、従来のテキストの他、映像等を含むＷＥＢとして情

報提供します。 

 

県との協働の必要性

（300字程度） 

 

神奈川県内施設に関する道案内作成というニーズが広域的にあり、各自治

体の行政予算計上が難しいなか、県民活動サポートセンターと主管課で組み

上げていくことに協働の意義を感じております。 

具体的には事業実施にあたり、公共施設調査時における各自治体からの施設

への事前連絡や、必要に応じて施設の利用手続などをお願いしたいと思いま

す。また、完成原稿を各自治体ホームページなどとのリンク作業を円滑に行

いたいと考えております。 

事 業 費 ［総事業費］９,２５０,０００円［負担金希望額］９,０００,０００円 

事 業 実 施 期 間 

平成２７年 ４月 １日～平成２８年 ３月３１日 

（継続希望について）負担の継続を希望する場合は「有り」に○をして、 

希望する年度に○をしてください。 

（継続の希望）  有り ・ 無し   

（継続希望期間）平成28年度・平成29年度・平成30年度 平成31年度 

印 

再度確認する必要性は薄い

と思われます。 

 １ 

現在の申請書 

H27.3.25 

資料５ 
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団体調書（個人にあっては活動経歴書） 

団体名 

※個人にあっては氏名 
特定非営利活動法人 ことばの道案内 

ホームページ 
http://www.kotonavi.jp/ 

発足年月日 

※個人にあっては活動

開始日 

平成１６年５月６日 

構成員数（会員数） 

※団体のみ 
役員（６名）・個人会員（４５名） 

役員（主たる役員の役

職、 

     氏名及び肩書き） 

※団体のみ 

理事長  古矢 利夫 

副理事長 押見 敏昭 

理 事  塚本 正明 

理 事  大隅 秀一朗 

理 事  本田 武 

監 事  三浦 英子 

団体成立の経緯 

 

※個人にあっては活動

開始の経緯 

全国に視覚しょうがい者は３０万人以上おります。そのうち、外出する方

のうち半数以上は、外出時に不安や困難を感じております。現在では、駅構

内での視覚しょうがい者の誘導はみられますが、最寄り駅を出てからの目的

地までの道案内は、地図などの画像情報しかありません。 

そのため当法人は言葉の説明による道案内を制作し、その利用が全国に広が

ってきております。 

団体の目的 

 

※個人にあっては活動

の目的 

ことばの道案内の制作及び啓蒙普及活動に関する事業を行うとともに、音

声対応したインターネット環境を整備することで、視覚しょうがい者及び視

力の衰えた高齢者等の外出とその後の社会参加を支援し、社会福祉の増進と

情報化社会の発展に寄与することを目的とする。 

主な活動 

●ことばによる道案内を、現在１８５０ルートの道案内として、ＷＥＢサイ

トにて公開中。現在サイトは、月５万件のアクセスがある。 

●総務省所管のふるさとＩＣＴ元気事業で、ＩＣタグを利用したシステムを

開発し、高田馬場と千駄ヶ谷地区での社会実験の他、豊島区で実用化された。 

●行政との協働事業や、道案内作成を委託事業として実施。 

●ことばでわかる駅情報を制作、東京メトロ南北線他、公開中。 

●企業向けの視覚しょうがい者のガイドヘルプ講習や、教育機関より依頼を

受けた出前講習を実施。 

 

団体の年間予算 

（平成24年度） 

[収入の部]           [支出の部] 

会費収入     ２５.８万       人件費  ３８５万 

事業収入  １１７３.１万       物件費 １３０８.５万  

寄付金     １３９万          計  １６９３.５万  

補助金等      ４０万 

その他     １０.５万 

前期繰越   ３０５.１万  

  計   １６９３.５万 

 

（平成２４年１１月～平成２５年１０月） 

過去の助成実績 
東京都北区協働事業負担金  １５０万円（２５年度対象） 

東京都大田区協働事業負担金 １５０万円（２６年度対象） 

27年度の他の助成金申

請予定 

東京都大田区協働事業負担金 １５０万円 

東京都江東区協働事業負担金 １５０万円 

神奈川県相模原市協働事業負担金 １５０万円 

 

再度確認する必要性は薄いと 
思われます。 

 ２ 

http://www.kotonavi.jp/
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協働事業計画書（協働事業提案書添付用） 

 

１ 現状における課題 

認識 

（800字程度） 

全国に視覚しょうがい者（以下 「ブラインド」 という）は３０万人以

上（神奈川県内には約１８０００人〔身体障害者手帳保持者〕）おります。 

また２０１２年の全国アンケート（八戸工業大学実施）では、外出時におけ

る衝突や転倒の怪我を４２％の方が経験しておられます。 

実際、バリアフリー新法により、駅構内などは鉄道会社スタッフの誘導サ

ポートを得ることができますが、駅等を出てから施設までのルートに関して

は多くのバリアがあります。また、パスモやスイカなどの電子マネーの普及

により、鉄道やバスなどの利用が容易になった反面、駅構内に関することば

の情報提供がないことから、ブラインドにとっては、いつでも行きたい所へ、

行きたい時に移動できるという状況ではありません。 

これらの課題を解消するため、当法人では、２００４年の設立以来、こと

ばの説明による道案内を制作し、ウオーキングナビという検索ＷＥＢにて無

料で利用できるよう公開（現在１８５０ルート）し、その利用が全国に広が

ってきております。利用状況として判断している月間平均アクセス数が、約

５千件（平成２１年１２月末）から、約５万件（平成２５年１２月末）と10

倍の推移があり、多くの方に利用されているサイトになっております。実際、

神奈川県庁へのことナビ利用は平成２５年中には３,２４９件のアクセスが

ありました。 

社会参加や自立の一歩は外出からと言われます。現在のブラインドの比率

は、先天性の障害者より後天性の方の割合が高くなりました。初めて行く場

所は、家族同伴やガイドヘルパー制度を利用し、何度か行く間に一人で行き

たいという方も多くおられます。ことばの情報提供を充実することにより、

外出手段の選択肢を広げることが、課題解決に繋がります。また、各施設の

ほとんどがホームページ上で画像や地図で情報提供されており、ブラインド

には利用が難しい状況もあり、誰もが利用しやすいユニバーサルな情報提供

サイトを構築していくことが、情報のバリアを無くすことの課題解決に繋が

ります 

 

２ 個別事業の内容 

 

※複数の事業で構成す

る場合は、1事業につ

き300字程度。 

※1事業のみの場合

は、500字程度。 

 

［個別事業名］事業１ 神奈川県内ことばの道案内作成・提供事業 

［目標］ユニバーサルマップ構築にあたり、各施設までの映像制作にあたり、

最新の情報にて提供するため、既作成原稿のメンテナンス作業をします。 

 

［成果］目的施設までのことばの道案内が情報更新されることで、最新情報

として提供できる。その利用により、外出支援・社会参加が促進され、健常

者とブラインドの相互理解に繋がり、地域の活性化が図られるようになる。 

 

［内容］ 具体的な調査は、県内のブラインド団体のメンバーにも協力いた

だき、実施いたします。ことナビでは、安全を期すために、当事者であるブ

ラインドの他、ガイドを兼ね晴眼者も含め３名以上でチームを組み、方角確

認や距離などの計測を含めた現地調査を実施します。原稿作成は、ブライン

ドも利用できる専用ソフトを使った入力作業を行い、さらに、表現原稿の音

声読上げチェックしてからことナビ検索サイト・ウオーキングナビにＷＥＢ

公開します。公開後の原稿は、各自治体のホームページ等にリンクし、利便

性の向上を図ります。 

 

［実施スケジュール］ 

 ４月      事業スケジュール調整 

 ５月～ ９月  メンテナンス作業 

 １０月～１２月 メンテナンスデータ更新 

 １月～ ２月 事業報告・まとめ 

 

［従事者］当法人、県内有償ボランティア（ブラインド・晴眼者） 

 

［実施場所］神奈川県内・県関連施設 

 

［予算］３，２５０，０００円 

 
①これまでの実績が記入しづらい。 
（審査時に添付の実績報告書では確認可能） 
②実施したことで見つかった新たな問題点、 
改善点などが記入しにくい。 

③審査会意見をどう反映したかなどの記述が 

しにくい。 

 
事業決定後の継続申請においては、 
記述が多すぎると思われます。 
 

 
事業毎に、年度毎の実績や改善点を記述でき 

るようにし、事業の変遷を読み取れるようにす 
る。 
 

 ３ 
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［個別事業名］事業２ ユニバーサルマップ構築事業 

 

［目標］有識者や各種障害者団体等、さまざまな方から意見を得た上で、誰

もが利用しやすいユニバーサルマップを構築する。 

［成果］障害の有無や年齢にかかわらず、さまざまな方の外出支援情報を提

供することができ、地域社会の活性化に繋げることができる。 

 

［内容］ 

モデル的なルートの検証を経て、本格的なＷＥＢ開発作業を行う。と同時

に、ＷＥＢにて提供する素材づくりを行い、公開用のデータとして構築作業

を行う。 

 

［実施スケジュール］ 

４月     事業スケジュール策定 

５月～ ９月 ＷＥＢ/アプリ開発・現地調査 

１０月～１２月 データ入力・構築 

１月～ ２月 検証 

３月 事業報告・まとめ 

 

［従事者］当法人、県内有償ボランティア（晴眼者）及び各種障害者団体 

 

［実施場所］県内全域 

［予算］６,０００,０００円 

 

［事業の予算総額］９,２５０,０００円 

３ 協働を希望する県

の所属、県に期待す

る役割及び協働の成

果、他の関係者との

連携 

(900字程度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［協働を希望する県の所属］ 

保健福祉局 福祉部 地域福祉課・障害福祉課 

教育委員会教育局 支援部 特別支援教育課  

 

［県に期待する役割］ 

該当するものに○をした上で（複数回答可）、その具体的内容を記入してく

ださい。 

①企画立案・計画策定への参画 ②資金助成 ③契約関係の構築 

④イベント等の共催  ⑤活動の場の提供  ⑥情報の提供・交換・共有 

⑦広報の分担     ⑧後援名義の使用  ⑨県関連部署との調整  

⑩市町村や国等の行政機関との調整 

⑪その他（           ） 

 

 

［県と協働することで期待できる具体的な成果］ 

 県保健福祉局と協働することにより、各自治体との連絡調整の点で改善が

図られるため、完成された原稿の公開についての効果が上がることが予想さ

れます。また、それら神奈川県内施設についての情報を集約したユニバーサ

ルマップを構築し、各種障害者団体にヒアリングすることで、その後の施設

増加等にあたりノウハウが蓄積できると考えらます。 

また、教育局との協働により、県立平塚盲学校の教職員をはじめとし、受

益者である学生達にも、利活用の面で効果があると考えられます。さらにＰ

ＴＡ組織を通じて、健常者と一緒に行う本活動は、相互理解にもつながり、

教育的効果も高まるものと期待します。 
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［事業実施に当たっての連携内容等］ 

※ 県以外の関係者と連携する場合は、連携の内容、連携の理由、合意形

成の状況をあわせて記入してください。 

連携の内容（役割分担） 連携の理由 合意形成の状況 

①神奈川県視覚障害者福

祉協会 

②県主管課 

 

③神奈川県社会福祉協議

会 

④県内各市町村 

⑤各種障害者団体 

⑥鉄道事業者 

 

 

 

①実際に利用の立場で必

要な施設の選定につい

て、要望を伺い、②県の

主管課とも協議します。 

③事業を効果的に実施す

る上で県内在住等のボラ

ンティア募集に関し、協

力を要請します。 

④事業が進行するなか

で、各市町村からの要望

等を受け入れています。 

⑤ユニバーサルマップ提

供にあたり、ヒアリング

して参ります。 

⑥駅構内の情報提供に関

し、鉄道事業者との連携

が必要となります。 

①県内必要施設な

ど打ち合わせ済み 

②③協議済 

④⑤順次協議中 

⑥事業計画の進捗

により、協議予定 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業の実施体制 

（400字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①総括責任者 

申請団体 特定非営利活動法人 ことばの道案内 

     理事長 古矢 利夫 

 

②個別事業の責任者 

 総括責任者に同じ 

 

③専門性のアピール 

３点ほどあります。まず、私どもの活動は、当事者であるブラインドと晴

眼者が最低３名一緒に協力して活動を行うことから、相互の理解を深めるこ

とも目的としています。また、全国に広まりつつある現状の中で、どこのエ

リアでも同じ表現で利用できるように、独自のノウハウで規定を設けて活動

をしております。全国でこのような活動をしている団体は、他にありません。 

２点目は、ことばの道案内と連動したユニバーサルマップは、全国どこに

もなく、神奈川県の本事業がモデル的な情報提供となります。 

３点目は、雇用が問題になる昨今、身体障害者の中で就労が難しいと言わ

れるブラインドにとって、活動に参加することにより短期間でも日当が支払

われることで、この事業を雇用に繋げていきたいと考えております。 

５ 事業の広報や成果

の発信 

  （200字程度） 

団体が運営することばの道案内検索サイト（ウオーキングナビ）に神奈川

県内の駅等から施設までのアクセス情報として、ユニバーサル的に情報提供

することで、視覚しょうがい者のみならず反響があると想定します。また、

最近では、駅構内のことばの情報提供も要望があり、２８年度の事業に広が  

っていきます。 

これら情報は、県内在住者は勿論、県外から神奈川県の各地にみえる方に

も有効で、社会参加や健常者との社会交流など、地域の活性化に繋がります。 
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６ 負担金終了後の展

望等（ゴールイメー

ジ） 

（800字程度） 

［事業の展望］ 

■ 事業期間全期間の展望 

事業１について、２年目までに作成希望自治体との基盤を確立し、神奈川

県内の道案内の充実を図りました。その後の新規道案内作成は、各自治体ご

とに、進め方を検討してきます。また、４年目以降にことばの駅構内情報作

成を進め、最終年度には行政施設の他、観光施設の調査を行い、ことばの周

遊ルートを作成します。 

 

事業２は、ブラインドのみならず、誰もが利用できるユニバーサルマップ

を構築します。有識者や各種障害者団体等にヒアリングを行い、最終的に、

総合的な利活用をまとめた報告書を作成し、各自治体におけるユニバーサル

マップの普及に努めます。 

 

■ 負担金終了後の展望 

 負担金交付終了後は、さらなる道案内作成希望の希望を基に、各自治体負

担にて事業を継続していきます。一方、この事業で作成した道案内について

は、道路状況の変化もあることから継続的にメンテナンスを行っていき、引

き続きＷＥＢにて公開致します。具体的には、相模原市、藤沢市などでは、

市の協働提案事業にこの事業をおとしこみ、事業展開していきたいと話もい

ただいておりますので、他自治体にも話を勧めているところです。 

 

［団体の活動］ 

■目標：神奈川県内での道案内公開ルートをさらに１００ルートあまりの増

加をはかり、更新を含めて、道案内作成における視覚しょうがい者の雇用に

つながる活動を目指します。 

 

■組織体制の整備：神奈川県各自治体の視覚障害者協会との連携をはかり、

道案内原稿の更新などを円滑にする体制を整備します。 

 

■事務所や設備等の整備：予定なし 

 

■財政基盤の整備：行政施設のみならず民間企業等との道案内づくりも開始

することで、財政確保をして参ります。最近では、大型店舗よりブラインド

にとっては利便性の高い、コンビニ等と連携をはかっております。 

 

■他とのネットワークの構築：ことナビでは、階段数なども情報にいれてい

ることから、車いすご利用の方からも有益な情報という声をいただいてお

り、ブラインドのみならず、ユニバーサルな情報として提供できるよう、肢

体不自由な方の団体等との連携や、県や各自治体で管理しているバリアフリ

ーマップ等に、アクセスしやすいポータルサイトの構築を提案して参りま

す。 

７ 前年も同じ事業で

応募している場合

は、見直した内容 

（200字程度） 

当初の計画では、事業３年目はユニバーサルマップの構築のみと予定して

おりましたが、実際の情報提供を考え際に、映像提供する場面と、既作成の

道案内で道路状況の変化により、情報に相違があってはいけないことから、

事業１においても、メンテナンス（更新）事業を実施することとしました。 
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平成27年度協働事業収支予算書 

（単位：円） 

科  目 金 額 積 算 内 訳 備  考 

Ⅰ 収入の部 

会費収入 

事業収入 

寄附金 

借入金 

補助金等 

協働事業負担金 

その他 

 

 

 

240,000 

 

 

9,000,000 

10,000 

 

 

 

 

 

 

基金２１協働事業負担金 

ボランティア保険（５００円×２０人） 

 

収入合計(Ａ) 9,250,000   

Ⅱ 支出の部 

事業１ 

 

1 人件費 

（給与） 

(更新原稿謝金) 

  （旅費交通費） 

 (制作費) 

 

2 物件費 

(印刷製本費） 

（ボランティア保険） 

（会場費） 

(雑費) 

 

事業２ 

 

1 人件費 

（映像制作謝金） 

 （調査交通費） 

    (制作費)  

(謝金) 

  （旅費交通費） 

 

2 物件費 

（印刷製本費） 

(雑費) 

 

 3 その他 

（委託費） 

 

3,250,000 

 

3,200,000 

1,200,000 

800,000 

200,000 

1,000,000 

 

50,000 

10,000 

10,000 

10,000 

20,000 

 

6,000,000 

 

  2,570,000 

800,000 

200,000 

1,500,000 

40,000 

30,000 

 

20,000 

10,000 

10,000 

 

3,410,000 

3,410,000 

 

 

 

 

スタッフ   @100,000円×12ヶ月 

有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  @ 8,000円×1回×2人×50日 

調査交通費  @ 2,000円×1回×2人×50日 

WEB構築業務    @10,000円×100種 

 

 

原稿他印刷     @10円×1,000枚 

ボランティア保険   @500円×20人 

会議室利用      @5,000円×2回 

 

 

 

 

 

有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  @ 8,000円×1回×2人×50種 

調査交通費  @ 2,000円×1回×2人×50種 

ＷＥＢ構築業務  @15,000円×100種 

有識者・障害者団体等への謝金 

事業に関する旅費 

 

 

原稿他印刷     @50円×200枚 

 

 

 

ＷＥB・アプリ開発費 

 

支出合計（Ｂ） 9,250,000   

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0   

※ 1 必要な科目のみ記入してください。 

※ 2 個々の金額の積算内訳を必ず記載し、合計した結果が収入合計（支出合計）と一致するようにしてく 

ださい。 
 
＊支出計画          （単位：円）                 （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 金額 

第1四半期 （4月～6月） 1,720,000 

第2四半期 （7月～9月） 3,970,000 

第3四半期（10月～12月） 2,730,000 

第4四半期 （1月～3月） 830,000 

経費区分 金額 

人件費 5,770,000 

物件費 70,000 

固定資産取得支出  

その他 3,410,000 

合計（（Ｂ）と同額） 9,250,000 
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協働事業継続希望調書 

（単位：円） 

区  分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

事業計画の概要 

１既作成施設

の道案内メン

テナンス事業

及び、２自治

体の新規追加

道案内作成事

業 

 

 

２ユニバーサ

ルマップの

WEB構築事業 

１ことばでわ

かる駅情報作

成事業（神奈

川県内主要２

０駅程度の駅

構内情報等を

作成、公開す

る） 

 

２上記作成分

をユニバーサ

ルマップとの

リンク等構築 

１ことばの周

遊ルートの作

成事業（行政・

観光施設など

を結ぶことば

の周遊ﾙｰﾄを作

成、公開する） 

 

２上記作成分

をユニバーサ

ルマップとの

リンク等構築 

  

収入予算の概要  

 

ボランティア保険 

 

協働事業負担金 

 

補助金等 

 

事業収入 

 

寄付金等 

 

10,000 

 

9,000,000 

 

 

 

 

 

240,000 

 

10,000 

 

7,024,000 

 

 

 

200,000 

 

 

 

10,000 

 

5,516,000 

 

 

 

500,000 

 

  

収入予算の計 9,350,000 7,234,000 6,026,000   

支出予算の概要  

事業１ 

１ 人件費 

 

２ 物件費 

 

３ その他 

 

事業２ 

１ 人件費 

 

２ 物件費 

 

３ その他 

 

3,250,000 

 

50,000 

 

 

 

 

2,500,000 

 

90,000 

 

3,410,000 

 

 

 

5,700,000 

 

34,000 

 

 

 

 

100,000 

 

1,400,000 

 

 

 

 

 

4,200,000 

 

826,000 

 

 

 

 

100,000 

 

900,000 

 

 

 

  

支出予算の計 9,350,000 7,234,000 6,026,000   

※平成28年度以降も事業を継続する場合（最長平成31年度まで）の継続期間分の事業計画と収支予算

をご記入ください。 
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平 成  年 度 協 働 事 業 提 案 書（継続事業） 

 

平成 年 月 日 

 神奈川県知事 殿 

提案者 郵便番号 

住  所 

団体名 

代表者氏名 

 平成  年度協働事業の継続を提案します。 

事業の概要 

事 業 名  

事   業   分   野  

事 業 費 
［総事業費］        円［負担金希望額］        円 

他の助成金申請予定          

事 業 実 施 期 間 

平成 年 月 日～平成 年 月 日 

（継続希望）継続を希望する場合は継続希望する年度を記入してください。 

（継続希望期間）平成  年度・平成  年度・平成  年度 平成  年度 

【事業の目的と解決すべき課題、内容】 

［目的］（50字程度） 

 

 

 

［内容］（200字程度） 

 

 

 

 

１ 個別事業の内容 
 
[事業名] 

[目 標] 

 

[成 果] 

 

[内 容] 

 

 

 

[実施スケジュール] 

 

 

 

 

[従事者] 

 

[実施場所] 

 

[予 算] 

 

 

（複数事業がある場合は、適宜追加してください） 

○印 

改正案 

○の挿入作業を減らし、簡単
に記入できるように変更し
ます。 

 
 
①継続申請専用の様式を新たに作成 

   します。 
  
②事業に集中して記述できる様式に 
します。 
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[事業名] 

[目 標] 

 

[成 果] 

 

[内 容] 

 

 

 

[実施スケジュール] 

 

 

[従事者] 

 

[実施場所] 

 

[予 算] 

 

 

２ 年度毎の事業計画・実績、今後の予定 

（そこで見つかった新たな課題やその解決策、見直した内容も記載する。） 

 

[事業計画と実績] 

[１年目]                            （実績） 

                    

 ・事業１ ○○講座事業    （内容）           ○件実施 ○○人受講 

 

 ・事業２ ○●モデル構築                  ●●エリアでモデル取組み    

                               ●人に提供、来年度●●地区に 

                               展開予定 

 ・事業３ △△事業                     ●●事業を実施 

                                ●件実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

[２年目]                           （実績） 

 ・事業１ ○○講座事業                   ○件実施 ○○人受講                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題点と改善策 

・審査会意見も記入する。 

 

・年度毎に事業内容と実績を記述 

 

・事業により新たに生じた問題点 

や改善策などを記載する。 

 
・年度毎に実績を記入できるようにします。 
・事業による新たな問題点や改善点などを 
記入できるようにします。 

・審査会意見なども記入できるようにしま 
す。 

H27.3.25 

資料６ 
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[３年目]                           （実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[４年目]                           （実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[５年目]                           （実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[基金事業終了の翌年] 

 （基金終了後、どのように事業展開するかを具体的に記入してください。） 

【事業の展望】 

【基金終了後のプラン】 

【団体の活動】 

 ・組織体制 

 ・財政基盤の整備 

 ・他とのネットワークの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基金終了後のプランをより具体的に記述させること

で、自立に向けた取組みを検討するようにした。 
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３ 協働部署の所属と役割及び協働の成果、他の関係者との連携(900字程度)  

［協働部署］ 

 

 

［県に期待する役割］（         ）⇒番号を記入 

①企画立案・計画策定への参画 ②資金助成 ③契約関係の構築 ④イベント等の共催  

 ⑤活動の場の提供 ⑥情報の提供・交換・共有 ⑦広報の分担  ⑧後援名義の使用 

 ⑨県関連部署との調整 ⑩市町村や国等の行政機関との調整 

 ⑪その他（           ） 

 

・新たに協働部署を追加したい場合は、こちらに記入してください。 

  ○○ 課   追加したい理由： 

［県と協働することで期待できる具体的な成果］ 

 

 

［事業実施に当たっての連携内容等］ 

※ 県以外の関係者と連携する場合は、連携の内容、連携の理由、合意形成の状況をあわせて

記入してください。 

 

連携の内容（役割分担） 連携の理由 合意形成の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

４ 事業の実施体制（400字程度） 

【事業毎に記入】 

①総括責任者 

   

 

②個別事業の責任者 

 

 

 

③専門性のアピール 
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５ 事業の広報や成果の発信 （200字程度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他（変更事項等） 

前年度からの変更事項（団体名称、代用者、役員、所在地、ホームページ等の変更がありましたら、

こちらに記載してください） 
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平成   年度協働事業収支予算書 

（単位：円） 

科  目 金 額 積 算 内 訳 備  考 

Ⅰ 収入の部 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

収入合計(Ａ) 0   

Ⅱ 支出の部 

事業１（○○事業） 

１ 人件費 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 物件費 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支出合計（Ｂ）    

収支差額（Ａ）－（Ｂ）           0   

※ 1 必要な科目のみ記入してください。 

※ 2 個々の金額の積算内訳を必ず記載し、合計した結果が収入合計（支出合計）と一致するようにして 

ください。 
 
 
＊支出計画          （単位：円）            （単位：円）     

 
 
 

 

 

 

 

区  分 金額 

第1四半期 （4月～6月）  

第2四半期 （7月～9月）  

第3四半期（10月～12月）  

第4四半期 （1月～3月）  

合計（（Ｂ）と同額）  

経費区分 金額 

人件費  
物件費  

固定資産取得支出  
その他  

合計（（Ｂ）と同額）  

収支予算書は、ワード版、エクセル版のどちらでも構いま

せんが、積算、集計等がありますので、できればエクセル版

をご利用ください。（ダウンロードファイルあり） 
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協働事業継続希望調書 

（単位：円） 

区  分 平成  年度 平成  年度 平成  年度 平成  年度 平成  年度 

事業計画の概要 

     

収入予算の概要  

      

収入予算の計      

支出予算の概要  

      

支出予算の計       

※平成  年度以降も事業を継続する場合（最長平成 年度まで）の継続期間分の事業計画と収支予算

をご記入ください。 

 


